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室町持代食文化の研究 その I

一一御伽草子『常盤の姥tr猿の草子Jにみる一一

小林美和・冨安郁子

はじめに

御伽草子(室町時代物語とも〉は，室町時代を中心に耕作された，短編小説の呼称であり，

その数は， 400種を震に越えている。これらの物語は，この時代に生きた日本人の精神や生活

文化のあり方をリアルに映し出すという側面を有しており，この時代の食文fヒのあり方を知る

上で，姶好の資料を提イ共している。しかしながら，従来，これらの物語群の研究は，国文学の

領域とされ，食の分野からのアプローチは，誌とんどなされていないというのが現状である。

今日の社会的動向を鑑みるに，食の分野をはじめとして，行き過ぎた西欧化がもたらす弊害

の認識から，ふたたび、日本の伝統的生活文化に注目するという方向性が示されており，そうし

た観点に立つての研究は，ことに食の分野において，近時盛んになってきている。本稿は，こ

うした動向の摸尾に討すものであるが，これまで，食文化研究の分野からはあまり省みられな

かった，室町の物語を原文に却して具体的に読み解き，分析することは，一定の意義を有する

ものと考える。すなわち これらの物語群は この時代に生きた京範な階層の人々の生活文化

の様相を生き生きと描き出しているという側面を有するからである。

これらの物語が作ちれた室町時代を，社会史的にどのよっに把謹するかは，本稿の枠を大き

く超えた難問であるが，室町時代は，日本の食文化の大きな転換期であり，また，その近世的

成熟の揺藍期と位量付けることができるであろう c 出野や海浜で採集される食材を比較的素の

形で食するケースも多いのであるが，その一方で， r四条流底了書jや f大草家料理書jなど

に見られるように 食品調理法が増加し それにまつわる食事作法も整備されてきているのも

事実である。さらに，茶の湯の普及，禅宗寺誌を起点とする禅風食品の普及に代表されるよう

に外国の食文化が自本人の食生活に変化をもたらした時代ともいえる。

本稿では，数多くの鍔伽草子作品から，室耳期の成立とされる『常盤の姥.Lr猿の草子jの

二作品を京り上げ，荷作品に登場する食品の分析，さらにはそをLを支える生活文化の考察を通

して，この時代における食文化の実体と変動の禄相について，考察を加えてみたい。
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L 作品の内容と或立

[常盤の姥]1)

御{担草子『常盤の姥iは，長年連れ添った翁とも死別し，子供にも冷たくされる齢 90を超

えた老女が，人生の無常に気づいて，後生願いの念仏を唱え始めるが，その合間あいまに，心

に沸きおこる欲望や煩悩を口にして，子供らから失笑をかうが，最後にはめでたく往生を遂げ

るという物語である。ここで扱われているテーマ辻 現代生活における老人問題や親子関係の

問題に通底するものがあ乃，その意味では，今目的ですらある。

南無阿弥陀仏。酒かな飲まふc あら腰痛や。捺痛や。のど渇きや。子侯がところは近けれ

ども，呼ぶことなければ，南無関弥陀仏。あら寂しゃ。悲しゃ。南無阿弥陀仏。

と，念仏の合需合聞に身体の霜みや飲酒への欲望を語る老女のあり方は矛盾に溝ちている

が，その悲哀は，現代にも通じるものであろう。そして，老女の口を通して列挙される食品

と，それに対する欲求の強さは，食が人間にとって，いかに根源的なものであるかを考えさせ

ず;こiまおかない。

何かな食わん。やわやわとかきかな食はん。甘々と焼きたる餅のさね〈硬いところ)もな

き，飴にからめて食わばゃな・.

と，醤がすべて抜け藩ちてなお，食べることへの欲望は詞れることはない。この物語では，以

下，延々と老女の食べ物尽しが続き，この時代の食文化の一端を知るに恰好の資科を提供し

ている。なお，この物語の成立は，室町中期とされているが，現存テキストの中では，室町末

期書写の慶応大学図書館議本(奈良絵巻)が，年代の古いものとして知られている G

[猿の草子]2)

人間以外のものが主人公となる，いわゆる異類小説の一つである。物語の内容は，近江国日

吉山王社の神職，猿の栗林伊賀守しぶざねの娘に毛利，長宅〈上杉〉という大名から求婚が

あった。しかし， しぶざね辻，比叡出関関の歴史を物詰りながら，由諸ある神社の神職という

我が身の娘にふさわしい相手として 比叡山の奥に住む横山弥三郎吉成という猿を婿に選ぶ。

やがて，この夫婦に若君が誕生し，しぶざねは，婿夫婦を招いて祝宴を顎こうと，家臣たちに

饗ti5の準備を命じた。客関・書院を飾り，魚鳥，野菜，菓子，点心， 7.酉等，準錆万端で娘夫婦

の到着を待った。一行が到着すると，一七献の語宴が催され，ヲi出物として，聾に馬と太万が

贈られた。翌Eには，連歌の会が鑑され，その後には，しぶざね愛裁の名器を使って，茶の湯

が立てられた。

この物語の成立は，室自了時代後期の永禄4年 (1562)~6 年の頃とされる G この作品は，今

日，大英博物館蔵の絵巻一軸のみが伝わっており，他に伝本を見ない3)。中には，長短六図が

あり，猿の嫁入，婿呼び、の行列や酒宴の座，料理の間，連歌会!苦，茶室などが措かれており，

室町期の生活文化のあ与方を知る上で，貴重な資料を提供しているといえるc ことに，婿呼び
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大英博物館蔵日衰の草子i
(角JII書1吉版 f在外奈良絵本iによる)

の祝宴の場では，馳走の食品や語君の名が多く列挙されており，この時代の食文化のあり方を

知る上で，糞重な資料を提供しているといえる。

また，晃逃してならないのは，この物語の舞台となっている近江坂本の地が，この時代，琵

琶潟水上交通の要衝，門前町として繁栄した，経済・文化の一大中心地であったことである。

その意味で，この時代の物流経済のあり方の一端が，物語に反映しているという点でも，興味

深いものがある。

2. r常盤の姥j，r猿の草子』所出の食品一覧とその分析

『常盤の姥tr猿の草子j~こ登場する食品の一覧を次の表に示した。なお，ここでは，比較

対照の資料として，従来，室町期の食文化を示す資料として諸書に引沼されてきた『庭言11往

来j4)，r尺素往来j5)の二書に，需じく往来物 f新撰類愛往来j6)を加えて示すことにした。こ

の比較対黒により， r常盤の姥j，r猿の草子J所載の食品の額向と，同時代食品のヴァワエー

ションの広がりを探ることを旨とした。

なお，南北朝後期から室町時代初期の間に編纂された f庭言!J往来』は，手紙文 25通と類別

に列挙する 964語を収録し，室町から近世期にかけて広く流存した。また，一条兼良の作と

される『尺素往来j!え正月から歳暮に至る活息文の文例集である。こうした往来物は， f乍丈

について学ぶテキストであると問時に，当時の人々の興味・関心を汲み取った，当時の社会の

-13 -



出 典
庭言11往来 尺素往来

新提類

食料 営磐の姥 猿の草子 緊往来

牛穿 。 。 。
烏頭布(うどめ〉 1 。 。
東山蕪 。
茎立 2 。
早蕨 。 。
篠竹{すす竹) 。
i炎十? 。
竹の子 。
松茸 。 。 {。 。
平茸 。 。 。 。
栗竹(くちたけ) 3 。 。

野菜類 滑薄(なめすすき) 4 。 。 。
椎茸 。 。 。
舞茸 。 。
紅茸 。
ところ(野老〉 5 。 。
くすのかね 6 。
かのした 7 。 。
しめりたけ 8 。 。
おすたけ 9 。
ねすみたけ 。
っきょたけ 10 。
さきたけ 11 。 (。
梨 。 。 {。 。 。
蜜柑 。 。
柑子(かうし〉 12 。 。 。 。
橘 。 。 。 。 。
金柑 {。 。
温ナト11語 13 。 。 。
梅干 。 。 。
妙呈 14 。
なた柿 。 。 。 。
f事 。 。 。 。
木練柿 。 。
落椎 。 。 。 。

果実類
小栗 。 。 。 。
瓜 。 。
白瓜 15 。
鴨瓜 16 。
烏瓜 。
夕顔 。
姪瓜 17 。
かや 。 。
拐桧 。 。 。 。
はしばみ 。 。 。
ゆかう 18 。
石棺 。 。 。
けんしゃくろ 19 。 。 。
栗 。 。 。 。
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薬 。 。 。 。
李 。 。 。 。
林換 。 。
枇杷 。 つ 。 。

果実類
山挑 。 。
岩梨 。 。
やまいちご 。 。
ゑのみ 20 。
あほむめ 。 。
かちくり 。 。 。 。
海松布(みるめ) 。 {。
あおの均 。

海藻類 わかめ 。
あまのち(海苔) 。
とっさかの与(鶏冠苔) 。
鯛 。 。 。
大鯛 。
小鯛 。
明石鯛 。
鮭 。 。 。
鱈 。 。
韓、 。 。
鮎 。 。 。
若鮎 。
伊勢鯉 21 。
伊勢蛸 。
鮒 。 。 。
近江鮒 。 。 。
海鼠 。 。
海鼠揚 22 。 。
堺、(にし) 。 。 。 。
海月 。 。 。

魚介類
栄螺 。 。 。
蛤 。 。 。 。
飽 。 。
員組 23 。 。 。
あから員 。
田螺、 。
烏貝 。
白魚 。 。
雑酸(ざうこ) 24 。 。 。
金頭 25 。
ゑい 。
ゑそ 。
名吉 26 。 。 。
空尊 。 。 。 。
だう亀 27 。
組蟹 。
入目うなぎ 。
あめの魚 28 。 。
海老 。 。 。
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飛魚 。
王余魚(かれい〉 。 。 {。
数の子 。
松浦鰯 。
蝦夷塩51 。 。

長介類
乾鮭 。
子鯛 。
嬢 。
纏 。 。 。 。
総 。 。
東軍 。 。 。
うぐい 。
くぐい 29 。 。 。
菱食 30 。
腹斑 31 。
青鷲 。 。
小鴨 。 。 。
鳶 。 。
，鳥 。
とり 。 。

，島獣類 片襲 。 。
雀 。
ひへ鳥 32 。 。
千鳥 。
ささへ小鳥 33 。
しし 。 。
兎 。 。 。 。
まみ 34 。 。 。
うちな(猪〉 35 。 。
;冨 。
天野 36 。 。

酒類 島酒 37 。
岳山酒 38 。
薄j酉 39 。
倉幸 。 。

穀類 白米 。
かゐもちい 40 C 。
水織(すいせん〉 41 。 。 。 。 。
羊藁 42 。 。 。 。
蒸し麦 。
篭藁 43 。 。 。 。
猪藁 44 。 。 。 。
っくね糞 45 。

その飽
砂糖鰻頭 46 。 。
水花麺 47 。
鶏卵 48 。 。
J'm豆 。
屋禅豆 49 。
茶 。
うとん 。 。 。 。
まんちう 。 。 。 。

-16-



ひやむぎ 。
うんさう 50 。 。 。 。

そのイ也
あふらもの 51 。 。
ひきほし(ヲi干) 52 。 。 。 。
い与つけ 53 。 。
うけこふ 54 。

1，独活の芽 2，菜の茎 3，きのこの一種。ク l)，ナラ，などに群生。食用とする。 4，榎茸。 5，ヤマイモに

依るが親に苦味がある o 6，葛の榎 7，ハリタケ科の茸。全体が淡黄色出，食用になる。 8，Iしめぢだけjに

向じ。しめぢ[湿地・占地]シメジ科のきのこ。食用。美味。 9，[鼠茸]茸の一種。食用。[ねずみたけJrねず

てjとも。木の捜元に生じる，ねずみの足;こ似た茸 10，ことに秋に主にブナの枯れ幹に多数重なり合ってはえ，

ひだの部分は藷中で青岳く光る。毒性は強く，よくムキタケやシイタケと誤って食べ，中毒することもあるから注意

を要する。日本で中毒慌の最も多いキノコである。 11，[篠茸・ 0茸]食用茸の一種。笹の間に生じるもの。

12，結子蜜柑。在来種で実は小型。 13，i孟ナ11蜜布。呆疫が薄く酸味が少ない。 14，妙丹。平めな柿の名。

15，自緑色のJR。漬物用。 16，球形で大型の瓜。 17，真桑見の一品種。 18，ミカン科の常縁樹，ユズの雑

手重。 19，未詳。 20，えのみ[榎の実]覆になる甘い実。 21，メナダの異名。 22，講鼠のはらわたを塩辛に

したものo 23，貝殻をつけたままの鰭 24，謹々の小さい魚。ざっこ，ざこ。 25，要部が大きくて角ばってい

る赤色の海魚。 26，ボラ，またはイナの異名。 27，スッポン。 28，ピワマス，体側に約十個の斑点がある。

29，白鳥の吉名。 30，大雁。 31，雁の一種 32，ひよどり。 33，鷺が老いたもの。 34，あなぐま。

35，うじな[語}タヌキ〈むじな)0 36，?可i村長野市天野町の金関寺で作られた語。 37，克島(詞山集会敷市)で

{乍られた小島冨か。 38，自由衆徒の寺読で作られた酒。自由寺。 39，味醸の一手重。加賀国産が名高い。 40，
Lまたもち。 41，葛粉で作った蒸し菓子。葛きり。 42，小豆で、作った蒸し菓子。汁をつけて食べる。 43，出芋

で、作った蒸し菓子。亀甲形に盛る。 44，大豆などを用いて作った蒸し菓子。 45，つくね芋で、作った藁(蒸し菓

子)か。 46，本文。 47，麺丹一手重。 48，米の粉の中に黒砂糧を包んだ、小粒の蒸し菓子。 49，黒豆を甘く煮

しめた物o 50，本文。 51，[i由物1I濯の物jとも。油で揚げたり，いためたりした食品。 52，本文。 53，

I煎付]煮汁がなくなるまで煮詰めた食品。 54，IうがこぶJ(字賀昆布)か?

事物に関する教養書としての性轄のももっていたことに注意すべきである G すなわち，これら

は時代の世相を映し出す鏡としての役割をも担っていたということである。

(1)食品の種類について

『常盤の姥j(以下「常盤jと表記)にあげられている金品数は 67謹， w猿の草子j(以下

「猿jと表記}は 106種である。このうち最多は「猿jにあげられている魚介類で 42種にの

ぼる。 I常盤jは 12撞である。野菜類では[常盤J14種， I猿J15種，果実類iま f常盤jは

17種， I猿Jtま21種，海藻類は「常盤jは4種， I猿」は 1種，鳥獣類は「常盤J5種で，

「猿Jは鳥類だけで 12種であった。酒類は f猿jのみで 4種，米とその加工品は「常盤jの

みで 3種，その他点心・茶の子等加工食品は「常盤jで 11謹 「猿Jも11種があげられてい

る。

以下食品について注自した点は次の諸点である。

【食品の種類]

室町時代にはいって，日常食品の種類は著しく増加する。これまでの各種食品の蓄積の上

に，禅宗が新しい食品と加工法を持ち込み普及一般化したからである。鎌倉時代の食生活は覧

素なものであったが，この時代にはいって様相は一変しはじめる。領主層を中心に食に費を尽

くすものも現れる o I常盤jより「猿jの方に食品数が多数記載されているのは， I猿jの或立

期が室町末期とやや時代がさがり，より食品が豊かになったためだろうかc

{食品の掲出頭金]

室町時代における上味のJ!漬位辻，淡水魚，誠水魚，貝類，鳥類，捕乳類，撞物性のものとさ
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れていたぶ。「譲jに魚介類の記載が多いのは，聾呼びの饗応、のため当時として最高の食材を

そろえたということになるのだろうか。

その魚類の揚出の]I!員序は「常盤jでは「こい，ふな，わかあゆ，ます，うくひjとまず“こ

い"を一香にして淡本魚をあげ，次いで fたい，すすきjと誠水魚になっている。これは当時

魚、で辻鯉が第ーのものであったからであろう c 鎌倉末期の『徒然草j9)118段に「壁ばかりこ

そ，御前にても切らるるものなれば，ゃんごとなき魚、なれoJと為り，一方，海魚、の鰹につい

ては，続く 119段に「此の魚，おのれらが若かりし世までは，はかばかしき人の前に出づる

こと持らざりきJと，下手重の魚としている。また f家中竹馬記jlO)にも「魚の中にも鯉は第ー

な乃」とされている。

一方 f猿J~こは多数の魚類が記載されているが，掲出の穎序は f大鯛，小鯛，明石鯛，鮭，

鱈，鯨，鮎の魚，伊勢鯉，伊勢蛸，近江鮒…j となって，鏑が第ーにあげられ，ついで鮭，鰭

など富農水魚、が淡水魚よ乃先にあげられている。室町期の f庖丁需書j11)には， i出門に用る負

鳥，鱗・鯉・鮒・飽・かつほ・数の子・雑子・鶴・雁の類を第一とすj とあって門出の祝膳の

魚、鳥の第ーには鱗があげられている。また時代がさがって江戸時代の『本朝食鑑iには鱗は魚

類の第ーのものとされている。つまり「常盤jと「猿」は魚類の第ーが鯉から鯛への転換期を

辻さんで成立したものと考えられる。

[野菜・果実]

野菜，果実類は，鎌倉時代からの農業技術，農具の進歩等により，収護量が増加するととも

に栽培品種が多種類となっていった。「常盤jでは「ところ，さわらび¥ くすのかねj とあげ

た後， 11種の茸に続いている。“ところ〈野老)"はやまいもの一種，であるが，茸の種類が

多いのが特畿である。鹿舌，栗茸，湿地茸，鼠茸，篠茸等，いずれも『易林本節用集j，r日葡

辞書j等，この時代の辞書によって，食用に撰されたことが確認できる。ちなみに， r新撰類

緊往来』では，これら茸類を f茶子菓子類jとしている。ただし， i常盤jでは，一殻に毒茸

とされる「っきょたけjが登場しているが その意味については不明。

f猿J~こも茸類は 7 種あげられているが，牛募，東山蕪，茎立，烏頭布など栽培植物の名前

があがっているのが特徴である。

[諸国名産}

全冨から京都へ物産が集まるようになり 食品にも名産品として著名なものがあったo i猿j

では近江鮒，松滞鰯 u庭言1[往来j) をはじめ地名のついた食品が8種，記載されている。ま

た酒も各々生産地が特定できる有名な酒の名をあげていて， i猿Jの饗E官、の宴が賛沢で，情報

力という点で辻レベルの高いものであったことが鵠える。

(2)米について

室町時代に入って 米の常食化が或立した。鎌倉時代以来荘菌制を基にして農業が著しく発

畏した結果，米の増産が可能となり，武士の米堂食の習慣が一般に及んだといえる。貧困の場

合を除いて，米の常食は普及していった。といっても，ムギ，アワ，とエ，ク 1)，野菜等を炊
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き込んで、米の不足を捕っていた。

由来への精米も行われたが 米の多くは黒米すなわち玄米または半揚米であった。これを今

の飯にあたる姫飯にして食べた。姫飯は確実に一般化して上流社会でも米を蒸して食べる強飯

辻ほとんどなされなくなり，儀式行事の際のみに残るはどになっている D

「常盤」で姥が， Iしろきこめかな，ひめにして. . jと述べているのは。この時代の米食の

状況を反映している。米の加工品の種類も増えているが， I常盤jでは，“もちぺ“かいもち

い"をあげている。“かいもちい"とは ほたもちのことである。

(3) 肉食禁断思想、について

鳥獣肉の記載について， I常盤」と「譲」を比較すると，明確な違いが為る。「常盤jには姥

の食べたいものとして， Iししj，Iうさきj，IまみJ，Iうちなjと獣肉があげられている。「ま

み」とは「鶏j即あなぐまを指し 『日葡辞書』では 「マミ。山犬のような動物」と説明して

いる。また， IうちなJとは「うじなJ(洛〉郎むじなを指す。

一覧表にみられるように， r定調往来』には[兎J.r尺素往来jには「猪J，I兎J，r言語J，新

撰類緊往来には f兎j，r言語j，I猪jと f常盤Jと共通した名称があげられており，室町時代に

はこれらの題足の獣肉を食べることが一般化していたことを示していて，肉食禁断思想、が弱ま

っていることが窺われる。「常盤jにはその傾向が表れているのである。

一方， I猿jのほうには，獣肉の記載は一切なくその代わりに鳥類については 12種類と多

種類があげられている。「くぐゐjは白鳥の言名， I菱食J，立大雇， IJi菱斑J，ま雁の一種， Iひえ
ひよど寺

島jは轄のことである。「猿」の成立期が室町後期で f常盤Jよりも時代がさがることを考嘉

すると奇異な感じがするが 「猿jが自吉神社の神職の物語であることに関係しているのだろ

うか。

『海人藻芥.]12)によれば，室町初期の禁中においては「大鳥は白鳥，雁，娃子，鴨，其外は

f共留に錆へざるなり。小鳥は，鶏，鶴，雀，鳴，此外は鉄御に俣へずjとあり，獣肉はf共され

ていないo I譲jに記載の鳥類はおおむねこれらと一致している。

(4)点心について

鎌倉時代に始まった禅患の食物(禅宗の伝来に伴って渡来した中00)琵食品と翼理法および食
てんじん

法)の普及が室町時代にiまさらに進み通俗化した。藁類，麺類，餅類は，当初，禅寺院で点心

という，勤行の合間に食した軽い食物として普及した。(点心は従来の襲，タ二度食から三震

食への習潰づけの基礎となった。)

『庭雪11往来lr尺素往来j~こは点心として各種の藁類，麺類，餅類があげられているが，こ

れらは名かち想像されるような甘味のものではない。元来中国では，獣鳥肉，魚肉，野菜，穀

類等を材料としたものであったが，日本の禅寺践では魚肉食を禁じられていたので，小豆や大

豆などの豆類や穀物を材料としたものに改められた。のちにさらに普及，通静化して甘味のも

のに変fとしていくのであるが本稿の時代では むしろ精進料理の軽食という性諮のものであ
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った。「常盤Jでは点心は 6種類， i猿jで辻 9種類があげられている。一方「常盤」にでて

くる，“ちゃのこ.(茶子)"は今の茶請けのようなもので，喫茶の際のつまみものとされ，食事

や点心のあいまに随時食べられた。"ひき廷し“など4種類があげられている。

f常盤Ji猿」の食料一覧表において，これら点心，茶子を除外すると揚出の食料はほとんど

素材というべきもので，加工または調理品は梅干，かち栗，干鱈など乾物，塩干物でその数辻

窪かである。加工・調理食品の中で点心・茶の子の類がこれだけの数，あげられているのは点

心が軽い空腹を溝たすものとして 当時は禅寺読外の人々にも食されていたと考えられる。こ

のことは寺院食も特殊な存在でなくなったことを示しているともとれる。

点心の藁類，麺類，餅類は調理・加工法の多隷・複雑なこと，製品の多彩なこと，主原料が

米・麦等穀類であることから軽食となりやすいこと 中国渡来の食品で為ること等から流行普

及したものと考えられる。

{すいせん]

[本識J，[水煎]， [碍謄] r定書11往来iで一番目にあげられている点心。葛粉を水で、練与，

加熱して糊化させたものを油でぬぐった平らな銅の舗に流しいれて，冷やして短冊形に切り，

甘い汁をか吋てたべる13)0 または紹く短冊に切ったものを煎り，酒に浸して食べる14)。くち

なしの汁で黄色く色をつけたものと っけないものとのこ色を混ぜて盛り その急合いから水

仙薬といった。現在の「葛きり jのようなものo

[ゃうかん・べっかん・ちよかん]

〔羊藁]・[篭藁]・[猪藁] i藁」は本来中国では魚、鳥獣肉や野菜を煮込んだ料理で汁物ある

いはどろどろの状態になったものをさす。禅増がE本へもたらしたが，ゑ肉食を禁じられてい

たので，小豆や大豆などの豆類や米や小麦をはじめとする穀物を粉にして繰り，羊，魚，猪な

どの肉に見立てて成型した蒸し物に汁をかけて食した。靖進の見立て料理，もどき料理であっ

た。篭藁は亀甲に切っていたものであろう。時代が下がり 1603年刊行の iB葡辞書」には，

f葉j は「日本の甘い菓子の一種」とあ~. 16世紀半ば頃より[糞jは菓子として認識された

ようである15)0

{まんちう・砂糖鰻頭1

[鰻頭] 霞頭は鎌倉時代以降 禅鑓によって呂本にもたらされた。当初は野菜や豆を入れて

塩味の中身であったが，しだいに甘味態に代わっていった。
あまづらせん

吉代より甘味料としては，天葛煎が一般的に用いられていて，砂糖は非常な貴重品であっ

たC 室町初期になり，砂糖がこれまでのように薬用としてばかりでなく，菓子の甘味料として

費用されるようになったが，まだ題めて貴重な食品であったので，砂糖を使用していることを

強調して砂糖鍾頭といった。同様のことが砂糖羊糞にもいえる。

f異制庭言I1往来jには「砂糖鰻頭」がある。

[うんそう]

[紅糟J，[温槽] i庭言11往来Jには温槽， i尺素往来J~こは， i寒更の虹糟は強入のイム供j と

ある。味噌と酒糟をいれた粥で 12月8自の晩に食した。
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煎じ物売(群書類従より) 一服一銭(群書類従より)

[ひき廷し いりつけ あぶらもの】

[ヲi干J，[煎ちつけ]， [油物] いずれも“茶の子"という今でいう茶請けのようなもので為

る。点心より軽いもので，食事や点心の前後に食べられたO

ヲi干は干物で，海藻などを日光に乾かしたものO

(5)茶について

鎌倉時代に，僧栄西が中国から茶の種子と製法を伝えたが，禅宗の渡来と普及につれて茶の

飲用がひろまり，茶の栽培も盛んとなった。室暫時代になり，僧珠光が茶を規範化して茶道を

確立し，これに伴って壊石料理が発展していくことになる。

飲料としての茶の普及の様子を知るものとして，室町時代の者頭の物売りを歌合せにした

f七十一番職人歌合Jに「一報一銭とせんじ物売りJがある。ともに抹茶を売っている c 一服

一銭は，法師が茶莞で茶を立てていて，法輔の恵国には湯釜や本橋がおかれている。一碗の抹

茶を一銭で、売ったのでー張一銭と呼ばれた。せんじ物売りは，天秤の前に茶釜と燃料，後ろに

茶籍と水橋を吊るしている。ひき茶を煎じ茶莞で立てたものを売ったらしいが，身分として

は，一服一銭のほうが上のようでせんじ物売りは傘をかぶって覆面をしている。

「嘗盤Jの姥は，公家奉公のときに体験したのか，物売りから買って味わったのかは不明で

あるが， Iわかくてのみし，ちゃもほしゃ・.Jと述べている。

3.生活文化史的考察一一絵と語から一一

[常盤の姥}

前述したように f営盤の姥Jは，夫に先立たれた老婆の孤独，そして生の煩'諮と信仰との間

で揺れ動く心を綴った作品であり，その成立はおよそ室町時代中期とされている。そして，こ

こに示される老いというテーマは そのまま現代社会にも通じ合うものがあるといってよいで

あろう。その意味で，この物語は，この時代における老人生活のあり方の一端を照らし出すも
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のとみることもできょう 16)0

室町後期の書写とされる慶応義塾大学図書館蔵本は，本文の途中の挿絵で，数珠をおし採み

ながら念仏とともに，食物尽くしをする姥の姿を描き，その後方では，姥の様子を窺う子供た

ちゃ嫁，さらには孫の姿がある。彼等は，互いに姥との接触を拝し付け合っているようであ

り，姥の傍へとの親の言葉に，孫たちは{あらおそろしゃ。嫌なふjなどと，嫌悪をあからさ

まにしている。このように，姥はまったく身寄りのない独居老人というわけではない。しか

し，それでもなお，或いはそれゆえに姥の疎外感と孤独惑は一層深い。姥はいう。子供を多く

儲け，あんなに大事に育てたものを。今は誰一人近づこうともしない。こんなことならばいっ

そ死んでしまいたいと。しかし，また，こうもいう。九十過ぎてまでも生き長ちえているのだ

から，子供たちに憎まれるのもしかたがない…。

このように姥は生きることに絶望する。しかし，その一方で，食への欲望はふつふつと姥の

口から湧き出てくる。姥が食べることを望んだ食物は別表の通り移しい数にの迂る。老いて茜

がすっかり抜け落ちた姥は，これらを歯茎で食いたいという。このことは，食への欲望の根源

性を物語ると同時に 一方で死を望む姥の存在が矛居に溝ちたものであることを語ってやまま

い。その中でも注目すべきは，

若くて欽みし茶欲しゃ。茶の子もさらに忘られず。水繊，鏡鈍，接頭，冷麦，紅糟，羊

藁，油物，引乾，煮付，うげこふ食わばゃな。古，食ひしものとも，忘らればこそ，弥陀

イム，南無持弥陀仏なむあみだぶつ。

と，姥が若かりし頃飲んだと言う茶や，昔会べたという茶の子(茶菓子)を上げている点であ

る。物語の中では，姥の経歴は必ずしも明らかでないが，かつては「楽しみ栄へ」ていたとし

ている点や，後半部分で源氏物語をはじめ古典作品への素養を披涯しているところからみて

も，けっして東民階暑に罵する者と lまいえない。むしろ，往年は，上屠社会との交流のあった

人物とみることができる。その意味で，ここに上げられた茶の湯や，点心は，この時期，まだ

禅宗寺院や上流階暑の食物であったことが窺われる。

なお，右の引用文の中で， Iうけこふ」とあるのは不明で為るが，或いは， IうけいりJ(受

入)の誤写の可能性があるとすれぜ， r日蕎辞書j~こいう， I魚肉を刻んで、作った肉団子のよう

な料理の一種」を指すことになる。また， I宇賀昆布J(宇賓は函館思辺の地名で，昆布の名産

地)の可能性もある。

[猿の草子}

この物語に詰，本文とは別に，作中，長短六留の挿絵が描かれており，当時の生活文化の様

態を知る上で，興味深い。その中に辻，しぶざね娘の嫁入り行列の場面と，しぶざねに招かれ

た弥三郎一家の婿入布行列の場冨がある。室町時代以降，公家，武家階層にあっては嫁入婚が

一般的になったとされ，妻の栽によって婿として遇されることを婿呼びという。『猿の草子i

における嫁入りおよび婿呼ぴ場冨は こうした社会の状況を反映したものといえる17)0

嫁入ち行列の場面で辻，お供の猿たちが，枝豆をめぐって言い争う場面があり， I十文字に
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結い付けたる枝豆はよく実の入たる豆なち」などと言っている。枝豆は，文字通り，技につい

たままの熟しきらない大豆を指し，室町時代に食用とされたことは，たとえば， r教言卿記i

応、永 12年 (1405)9月29日条には，

ミヤゲニ栗ノコノ餅ー鉢，枝豆一束，ユデ栗ー鉢持参18)。

などと見えており，他家を訪問する際のみやげの品として用いられており，それは，この f猿

の草子iの場合も同様で，嫁入ちに際しての，みやげの一品として用意されたのである。ちな

みに， r栗ノコノ餅」は，栗粉を糧米にまぜて蒸した餅，もしくは，表面に栗粧をまぶした餅

を指し， r日葡辞書』では， r栗の粉を上にかけた餅jと説明している。

また，猿が姫君の輿を担ぐ場面では，猿が酒を欲しがる台詞や，今宵は大沼が呑めるから安

心しろという猿の詞が入っている。また，後の祝宴の場面では， しぶざねが，銚子を手にして

靖の弥三郎に酒を勧める絵があり，その傍ちには，蓬莱飾りや鰻頭を山のように盛った折敷が

搭かれる(別掲図販参照)。護頭が語肴とされたことについては，室町期の料理書 f大草殿よ

り相伝之開書』に詳娼な作法の記述がある。

さらに，猿たちが濯に酔う場詣，弥三郎は柿九献が好物だから，強く勧めろなどと言ってい

る。椅九献とは，柿で

について;は土，室町期成立の F海人藻芥Jに，

後光議院御愛酒にて梅坐しける程に，宮に侮酒宴有りて，数献立に及ぶと云々。其の御世

よち献数加増して，或ひは五献七献九戴まで聞こし召されたり。依りて近比は，酒の名を

九献とぞ申し合ひける。

とあるのが，参考になる。つまり，従来は，祝宴での酒は三献ときまっていたが，北朝の後光

厳院が愛酒家で，次第に献数が増えていき九献まで噌むようになったため，酒のことを九献と

いうようになったという。 r猿の草子Jにおいても，酒好きの猿の酒宴が場面が描かれ，すっ

かり酔いつぶれてしまった猿も描かれている。これも，室町期における飲酒文化の一端を知る

資料となるであろう。

また，本作品には靖呼びの祝宴のために，勇のしぶざねが諸国からさまざまな食品を取り寄

せる場面があり，室町時代の物流のあり方を窺わせて興味深い。この物語では，猿の栗林伊賀

守しぶざねは，日吉山王神社の神職という設定となっている。日吉山王社は，琵琶湖に面する

滋賀県大津市坂本にある神社であり，言くから天台宗守護の護法神として，比叡出延暦寺の興

産とともに信仰を集めた。元亀2年 (1571) には識田信長の焼き討ちによって一旦灰濯に帰

したが，後，豊臣秀吉などの援助により復興している。本作品は，信長による娃き討ち以前の

作品ということになり，その成立には，自吉山王社周辺の人物が擬せられている。

この自吉社のある坂本は，吉くから門前軒として発展し，琵琶湖の海上交通の要俸として，

経済・文化両面でその繁栄を誇った。 r猿の草子iでは，勇のしぶざねが，祝宴の準舗のた

め，兵産，尼崎，さらには越前敦賀，若狭小浜から[美物J(美味なもの)を取り寄せたと

し，様々な海産物を列挙している〈別掲一覧表参照)。その中で，注目されるのは，明石鱗，

伊勢鯉，伊勢鵡，近江鰭，松浦鰯，蝦夷塩引などの諸冨名産品を上げている点である c なお，
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この中で，伊勢鯉は，淡水魚の鯉で、はなく，伊勢鳥羽の海浜で多く採れる鰭の異称であり，形

・味が鯉に鉱ていることからの呼祢である問。

琵琶湖辻，吉くから北陸と畿内，淀川水系を結ぶ交通路であり，勢多淳(勢多)，比良湊，

大草，塩津など多くの津・湊を経由する舟運がきわめて活発であった。 14世紀から 15世紀に

かけては，大i幸，坂本，堅田等々の港湾に関が設定され，年貢・商品の輪送，廻絵人の活動に

よって活気にあふれる湖上交通の統制が行われた。これらの諸関 湖上交通の支配をめぐって

は，廷暦寺をlまじめ，天皇家，北条得宗，室町幕府などの関での競合がみられたが，ことに，

廼訟による出桧・北陸・東山道諸国におよぶ交易活動を通じて有語、になった堅田の海民は，i拐

の強力な水軍，海賊としても活謹し， 16世紀には滞の覇者，琵琶湖の覇者としての立場を冨

めるに至った20)。

堅固海民の活躍した堅田は，物語の舞台坂本のほど近くにあり， ~猿の草子i の挿絵の一場

面には，琵琶海畔で漁具を載せた訟を操る猿が呂吉山王社に向かつて濯ぎ寄せている図がみら

れる。物語に登場する諸国の海産物は こうした琵琶湖の経済や文化のあり方を反挟している

と考えられる。この点について，縞野善彦氏21)は，

昔，堅自ニ有得ノ人ハ，能登・越中・越後・信濃・出)j)j・奥ナト1，富ハ因播・信者・出雲・

岩見・丹後・但馬・若狭ヘ越テ蕗ヲセシホドニ 入ニモナワ経廼モセ 1)0 

という『本福寺跡書jの一節を紹介し，琵琶湖の漁労や交易に特権的な地位を得ていた堅田鉄

祭人の活動が，相当に広範なものであったことを指摘している。この点は，物語に登場する花

搭が比叡出横山の弥三部吉成とされることを考え合わせると興味深い。

まとめと展望

以上，本稿では，従来食文化研究の分野からiまあまり注Eされてこなかった御説草子の作品

群の中から， ~常盤の姥j (以下「常盤J)，日衰の草子(以下 f猿J) という 2作品を選び，そ

こにみられる食文化のあり方に検討を加えてみた。いうまでもなく 食は広くその時代の生活

文化の一環として成立するものであり その時代の食のあり方を捉え その意味を明らかにす

るためには，その基盤をなす文化の箕にまで言及する必要があるであろう。その観点から，本

稿では，論述の過程においては，出来るだけ史料原典にあたり，その引用をすることに留意し

た。一見，迂遠のようでありながら，それが着実な方法と考えるからである。

冒頭でも述べたように，室町時代は，日本人の金生活の転換期・変動期にあたるといわれ

る。換言すれば，今自に継承される日本的食文化の濫鰐がこの時期にあるといってよいと考え

られる。その意味において， r常盤J，r猿」という 2作品の需においても，そこに登場する食

品の差異が見られるの辻，注目すべきことであろう。その成立については，室町末期の「猿j

に対して， r営盤J，ま室宵中期まで遡るものであり，両者の差異には，室町時代における食文

化の転換の様棺が示されていると考えられるc

この点について，本文で検討した内容の一部を摘記しておく。「猿jには，おびただしい数
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の海産魚介類が登場するが， i常盤Jでは，淡水魚が目立つ。そして，上味の頼位について

も， i常盤jで辻，淡水魚から記しているのに対して， i猿jでは，鱗を第ーとする鹸水魚、から

記している。このことは，日本社会における食料としての魚介類に対する舗値観の転換を示す

一資料と位置付けることも可能であろう。また， i猿Jにおける豊富な海産物の列挙には，諸

国関の物流の発達という状況の反映とも受けとめられる。

また，野菜類については， i常盤jでは，ほとんど昌生植物が上げられるのに対し， i譲jで

は， i牛芽J，i東出蕪Jなど，いくつか栽培野菜の名が上がっている。この相違の意味につい

ては，たとえば，同じく梅伽草子の作品ではあるが近世の成立とされる『月林草j22)と比較す

ると，興味深いo r月林草jでは，種々の食品を上げる中で，ことに「娼のものjという項巨

を設け，

大麦，小麦，整，牛募(たたき牛募，茶の子)，麿芋(きぬかつぎ)，芋の葉，芋茎，大根

(捨，酢菜)，蕪菜(茎立の酒薫)，藷霧，宣，土筆，蕗，若祷，萎，白瓜〈東門)，五色，

茄子(茄子漬)，漬物，香の物，独活芽，京菜

などの，名称および調理法を記している。このあたりも，栽培農耕文化の展開を示す資料とな

るであろうか。

さて，従来，中世の食文化のあり方を示す指標として，諸書に引用されてきた『定書11往来j

等の往来物と比較して本稿では御伽草子の 2作品に登場する 67謹 (r常盤j)，106種

(r猿j)の食品を検討の対象とすることで，室町時代に流通した食品のヴァリエーションをい

くらかでも広げることができたと考える c もとより，これらと往来物との響き合いにも配意す

べきであるが，その種類の豊富さは，室町期の人々の金への指向が相当に高まっていたことを

表すものと思われる。

そして，本稿では，転換期とされる，室町期における食文化の畏爵の様相を，その一端なり

とも解明することに意を用いた。ただ この試みは いうまでもなく いまだ端諸に過ぎず，

今後に進震を期するものである。たとえば，今回取り上げた錦伽草子2作品には，ほとんど

食品調理法が登場せず，この点については，次回以降，資料を改めて検討することになる。
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